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8 月 1 日水曜日、午前 6 時 30 分。集合場所に到着した私は、まだ少し眠い目を擦りながら

2 日間の東大研修に様々な思いを馳せていた。私が今回、楽しみにしていたのは東京大学の

オープンキャンパスよりもむしろ、ディレクトフォース、笹川平和財団の皆様との会談、企

業大学訪問、そして仙台二高 OB,OG の現役東大生の先輩方との会談だった。私はまだ、将

来の夢だとか、目標だとか、そういったものを見つけることができていない。それは一重に

自分の世界が狭かったことが原因だ。例えば、どんな大学へ行けばどんな能力を身につけら

れるか、どんな職に就けるか、どんな職に就けばどんな暮らしができる、そのようなことを

一切知らなかった。自分は将来医者になりたいのだと、ずっとそう思ってきた。だが、ここ

最近になって、それは違うのではないかと思うようになった。医者に興味を失った訳ではな

い。ただ、父が医者だから、将来医者になれば安定した生活ができるだろう、仮に家族がで

きたとしても余裕を持って養えるだろう。そう考えていることをどうにも否定できなかっ

た。このまま医者を目指すのも一つの道として良いだろうし、そこを目指して勉強に励めば、

何かなりたいものが見つかった時、手遅れということもあまりないと思う。だが、このまま

ズルズルと生活を続けていっても新たな目標を見つけることができるとは思えない。だか

ら私は人生の先輩方に様々な分野からのお話をいただき自らの見聞を広げ、将来自分が後

悔しないような選択をするために、またその準備をしっかりとできるようにするために今

回のこの研修に参加しようと思ったのだ。東京に着いて、まず初めに行われたのは瀬尾拡史

さんによる特別講演。私は瀬尾さんのことを、とてもユーモアのある人だと思った。それは、

瀬尾さんの堂々とした喋り口調や言葉遣いだけではない。聞かせていただいた瀬尾さんの

感じ方、生き方についてだ。そう思うと同時に、かっこいい、羨ましいと感じた。前述した

通り、私は自分が何をしたいと思っているのか、未来が見えない。私と同じような人が大勢

いるだろうし、大人になって本当にやりたいことができている人の方がずっと少ないだろ

う 

ということはわかっている。だからこそ、瀬尾さんのように、自分の本当にやりたいと思う

ようなことを見つけて、それを仕事にしてしかも社会にしっかりと貢献している人はとて

も羨ましいと思う。瀬尾さんは自身を『変な人』と称していた。私は瀬尾さんの話を聞いて、

それは『凄い人』と称すべきではないかと思った。理由はすでに述べたとおり。私は瀬尾さ

んの話を聞いてこの研修に参加しようと思った理由を明確に思い出すことができた。また、

瀬尾さんが CG に出会ったのも高校生になってからだと言っていた。私もそんなに焦るこ

となく、瀬尾さんにとってのアニメーション CG や CG 演出のような夢中になれるものを

探していこうと思った。そしてやはり、そこで見つかった何かを実現できるように、日々の

勉強を怠ることなく頑張ろうと思った。 

瀬尾さんの公演が終了し、その後に始まったディレクトフォースと笹川平和財団の皆様と

の会談。私たち R班が始めにお話を聞いたのはディレクトフォースの才田芳照さんだった。

才田さんからは、異文化との交流についてなどの貴重なお話をいただいた。才田さんは、若



い頃竹中工務店でマレーシアへ赴任したことがあったと言う。マレーシアと言えば、イスラ

ム教やヒンドゥー教など宗教が盛んだ。マレーシアで仕事をするという事は、当然異文化、

異宗教の人々との関わりを持つ機会は多くなる。社員との関わりの中にも気をつけなけれ

ばならない点はいくつもあるというのだ。特に才田さんの仕事は、現地法人も何もない状態

からのスタートだったという。そのため、その負担も大きかったはずだ。マレーシアにはい

くつかの異なる宗教が共存し、また異なる民族が共生する。だから才田さんは、宗教・民族

ごとに異なる文化を持つ従業員たちと食事の方式を合わせてみるなどして少しずつ多文化

になれるようにしていったと言っていた。そういった「歩み寄ること」の大切さを教えてい

ただいた。また、他にも興味深いお話をいくつか聞かせていただいた。例えば、「冷房」に

関する話で、当時のマレーシアでは冷房がある会社と言えば、なかなか大きな会社と言うこ

とになり、冷房きかせすぎと言うほど強く効かせ、真夏でもセーターを置き、それが 1 種の

ステータスのようなものだったと言う。また、才田さんがドイツにいたときの話で、ドイツ

人はプライドが非常に高く、非常に厳しい。1 週間休暇を取る時は 1 週間分の仕事を他の日

に補い、肩代わりは絶対にしない。才田さんが休暇中の同僚の仕事をやっておいたら同僚に

怒られたと言う話を聞いた。人種や国による特色のようなものがあるとは大勢から聞かさ

れても実際どうなのか、これまでは正直実感がなかった。だが今回これらのような話を聞い

て、民族性のようなものが確かに存在するのだなと実感することができた。次に私たちに話

をしてくれたのは笹川平和財団の横木那美さんだった。横木さんは日雇い労働の街、日本一

治安が悪い、と言われている大阪市西成区でボランティア活動を行っていた。私たちは横木

さんに西成はどうだったかを尋ねた。もちろん、西成の悪評が多くあることを知った上で、

だ。横木さんは、初めて西成へ行ったとき何も知らなかったそうだ。だから西成区を見て驚

き、怖かったとも言っていた。だが、何も知らずに行ったからこそ、怖いと思うようなこと

も、不思議に思うようなこともすべて目新しく、新鮮で受け入れられたと言っていた。私た

ちはインターネットで調べればすぐに色々な情報を知ることができる。だからこそ、どこへ

行っても新鮮さが薄く、物足りないなどと感じることもあるのであろう先入観を持たず、見

たもの、聞いたものと素直に接する。そういう事の大切さを教えていただいた。最後に話を

してくれたのはディレクトフォースの吉田文一さん。吉田さんは、慶応卒の元銀行員で、現

在でもご活躍されている超エリート。これまでの人生で経験された、様々なことを話してく

れた。その中で、吉田さんは「外国へ行くこと」の大切さを説いてくれた。吉田さんが大切

だと言うのは実際に歴史の動いた現場に行くこと。自分の目で見ること。そして感動するこ

と。だと話してくれた。それはきっと、自分の動力となって、生活の至るところで役に立つ

だろうと言う。今回お話を聞いたお三方は皆、仕事なり留学なりで外国へ行っていた。そし

てそれを私たちにも勧めていた。海外で受けた衝撃を私たちも受けるべきだと言っていた。

私もいつか、海外で異なる国民性を持つ人々とともに何かをしてみたい。そう思う。 

その後、私たちは順天堂大学病院院長の天野篤先生。天皇陛下の執刀医を担当されたお方に

貴重なお話を聞かせていただいた。私たちは先生に天皇陛下の手術を執刀することになっ



た時、どう思ったか。と聞いてみた。どんなにすごい人でも国の象徴の命を任されたらプレ

ッシャーやその類のものは、一切感じなかったと言うのだ。天野先生は、それまで医者とし

て求められる安定した結果を出し続けてきた。その結果大役に選ばれた。相手が誰でも、安

定した結果すなわち「感情を生かすこと」それだけが重要でそのために信じられないほどの

数の手術をこなしてきたのだと言う。自分がこれまでやってきた何千という手術のうちの

１つにすぎず、いつものように医者としての領分を果たす。特別な準備などなく、ただそれ

まで踏んできた場数が自分のメンタルを支えてくれるのだと言っていた。私たちは先生に、

人一緒に育てるのは誰かを問われた。それは、医者を育てるためにお金や施設を出してくれ

る国や、その命を若い医者のタマゴへ預けてくれる患者さんがいるからだと言う。医者は社

会に支えられている上、制度に管理され、守られていると言っていた。だからこそ、医者は

まず先に「医者」としての領分を果たさなければならない、国や患者へ恩返しをしなければ

ならないのだ、と。そのためにも医者は他人よりも優れた点を持たねばならない。1 人の人

間として評価をもらえる、信頼されるように「中身」のある人間にならなければならない。

ただ頭が良いだけではなく、「社会常識」を持ち、人と接することが、医者が医者としてい

るためには必要なのだ。そう言って、私たちに医者とは何なのか、どんな能力を身に付けな

ければならないのかを教えてくれた。私は医者は少し特別な職業だと思っていた。だがそう

では無いのだと、教えていただいた。社会に守られ、社会に恩返しをする。社会と医者との

相互関係があってこそ成立する。これはどんな仕事にも通ずるものだと思う。医者として、

人としてのあり方を教えてくれた天野先生はとてもかっこよく自分もあんな堂々とした大

人になりたい、と憧れた。 

その夜、二高 OB、OG の東大生の方々との座談会では 3 人にお話を伺った。まず 1 人目は

大泉壮汰さん。大泉さんは、大学受験について話してくれた。大泉さんは試験勉強も、楽し

くないと続かないと言っていた。何か 1 つ大きなものがモチベーションとしてあれば良い。

だから、学校生活で何かに憧れる瞬間があればそれを大切にしてほしいと言うお話をいた

だいた。2 人目はみず沓澤太斗さん。沓澤さんは東京の大学のいいところは他の大学とたく

さんのつながりを持てること、そして企業との距離が近いことだと言っていた。あなたのコ

ミュニティや関係を築くことで世界、視野が広がると言っていた。3 人目は佐藤周さん。佐

藤さんは東大生であることの大きさについて語ってくれた。東大は言わずもがな、日本一の

大学でありそれが何よりも大切なことだという。潤沢な資金があるからこそ、やりたいこと

が目一杯できる。だから世界を相手に戦える。それは東大だけだと。この座談会で、東大に

ついて知らなかったことをたくさん知ることができた。先輩方のお話で、東大への興味は大

きくなった。 

2 日目は東大のオープンキャンパスに参加した。正直にいうと、あまり多くのことを得るこ

とはできなかった。それは一重に、ハイレベルすぎたから。私は理学部を見に行った。元々

宇宙に関する話や化学のことにも興味はあったからだ。私が聞いた講演は、素粒子の研究、

ダークマターについての話など。それらについて、面白い話はたくさんあった。将来専門的



に学ぶのもいいかもしれないとも思った。だが、何せ基礎知識が致命的なまでに欠けていた

ため、話の中で理解できない部分があまりにも多かった。ただ、大学ではどんなことを学ぶ

のかなど、これまで一切知らなかったことを知れたのは、とても良かった。 

今回、この研修に参加して、何人もの人生の先輩から貴重な話が聞けたことは自分にとって

とても大きいことだと思う。自分の知らない世界の片鱗を見ることができた。東大でも色々

なものに興味が持てた。自分の世界が少なからず広がった。今回の研修で学ぶことができた

様々なことをこれからの生活に生かしていきたい。特に、ほとんどの人に言われた、「海外

へ行って刺激を受ける」ということをいつか必ず実行したいと思う。これからもっともっと

自分の世界と視野を広くして、自分の人生を良いものにしたい。この研修は、そのための大

きな糧になったと思う。 
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一日目(八月一日) 

午前中 ディレクトフォース 

感想 

ディレクトフォースの最初は、現在 CG と医療を掛け合わせた最先端技術の第一線で活躍

されている瀬尾拡史さんのお話でした。瀬尾さんは、数十年先の未来で何が必要なのかとい

うことを見定め、早くから動き始めた聡明な方でした。その人生は正に僕が理想とするもの

で、努力の上に数多の成功と失敗を積み重ね、新しいことに挑戦を続けて現在の地位を獲得

しました。中学・高校時代に出会い、興味を抱いて取り組んでいた CG が、現在の職業でも

活かせているというのは、無趣味人間の僕にはうらやましい話でした。加えて、僕が現在興

味を抱いている医療分野に対し、実際に医師や看護師など患者と触れ合う職に就く以外に

も様々なかかわり方があることを知り、世界が広がりました。 

その後のローテーションでも様々な興味深いお話を聞くことが出来ました。最初にお話頂

いた才田芳照さんは世界規模の経営を行う竹中工務店に勤めておられ、マレーシアで巨大

ビルを長短工期で完成させた際の苦労についてでした。まだ会社も無くゼロからのスター

トの中で、現地の社員を雇用した建築場での人種や宗教の違いへの配慮などのお話を伺い

ました。当時、中国系やムスリムの労働者が混在しており、それぞれの習慣や作法を熟慮し

て建築場を回して行かなければならず、大変だったそうです。考え方の多様性や価値観の違

いを認めあうことが必要とされる現代でも、そのように幅広く知識をつけることで他人の

価値観を少しでも多く、深く知れることが大事になるのだろうと思いました。 

二人目の横木那美さんは自分の母子家庭の境遇から、日本の子供の貧困やシングルマザー

の貧困について興味を持ち、ボランティア活動での経験を語ってくれました。まだ若い方で

したが、現代の貧困問題についてとてもよく考えていて、大阪市西成区の「NPO 法人子ど

もの里」で孤児の家庭教師をしたときのお話やそこでの日々を撮影した映画などのお話を

聞かせていただきました。自分の住む環境とは全くかけ離れた境遇の子ども達がいること

知り、今の自分がとても恵まれていることをより深く感じました。また、年齢が近いことも

あり横木さんは僕たちの相談をいつでも受けるといってくださり、僕もそのような甲斐性

をゆくゆくは手に入れたいと思いました。 

三人目の吉田文一さんは主に国際金融を担当し、若い頃の外国旅行の経験やバブル期の銀

行での金の大胆な運用をした経験など、貪欲な精神で得た貴重な経験について話してくれ

ました。吉田さんは外国での豊かな経験の中で多くの友人や語学のコツなどを得てきたそ

うです。語ってくれるお話は数十年前の話でもとても新鮮で、日本から出て外国で経験を積

む重要さと面白さを教えてくれました。 

ディレクトフォースでお話を伺った四人の方々のお話から共通して言えるのは何かと考え

たとき、豊かな知識と経験をもって、様々な視点を得るのが大事だということだと思いまし

た。よく聞いた話ではありますが、自分でお話を聞き、その中でそれぞれが何を伝えたのか



を探っただけに、学校の教科書の文章やニュースでの著名な方のお話よりも説得力があっ

て、胸に深く染み渡りました。 

 

午後 企業訪問 

僕はこの日の午後の訪問で順天堂大学病院心臓血管外科医院長を務める天野篤先生にお会

いしました。天野先生は 2012 年に天皇陛下の狭心症冠動脈バイパス手術を担当し、以降「天

皇の執刀医」「神の手」と呼ばれました。ですが、ご本人へのインタビューではそれを自慢

するような態度は微塵も見られず、将来医師を志す僕たちに非常に真摯に応対してくれま

した。天野先生とのお話の中で、僕が最も惹かれたのは医師に必要なものとは、ということ

でした。天野先生曰く、僕たち医師を志す者が最も大事なのは責任、義務を全うしようとす

る心だそうです。それはどんな些細なことでもそうで、高校生に身近なものであれば授業の

用意を忘れないことや、友達との約束に遅れないことを絶対に守ることが必要で、その心が

やがて医師になった時に、役立つそうです。 

普段部活の集合時間に遅れたり、学校で忘れ物を繰り返したりしている僕としては何とも

耳が痛い話でしたが、そうした信念が自分を作っていくのだろうと感じました。(後述する 

自分にも一つ、信念を固めて持ちたいと思う) 

また、天野先生はご自身の今までの 7500 例以上の手術の他に、大学時代のパチンコやマー

ジャンに明け暮れた日々をも、今の自分を築く大事な経験と捉えていました。そこから、僕

たちは「高校時代にやっておいてよかった」と思うこと、また「やっておくべきだった」と

思うことをお聞きしました。すると、その回答は「やっておいてよかったことはやったこと

全部、やっておいた方がよかったのは、やってなかったこと全部」というものでした。この

回答は、僕にとって意外なものでしたが、午前中のディレクトフォースで学んだことに通ず

るものがあり、驚きと興奮がありました。 

 

夜 二高 OB 東大生の方々とのお話 

二高 OB の方々とお話しする際に、まず紹介されるのが東大の特殊な進路選択でした。東大

では合格後に合格者全員が教育学部に所属し、二年間基礎的な知識を学んだあとにそれぞ

れ希望の学部へと別れていきます。それゆえ実際に専門の学部に所属するのは三年からな

のだそうです。このシステムは近くの東北大にはないシステムで、現在進路を悩んでおり、

未定に近い僕としては、入学後に知識を蓄えながら自分の今後の選択を深く考えることが

できることに魅力を感じました。また、日本一の大学に合格したという自信と、東大という

ネームバリューを得られるのも入学後は大きいそうです。僕としてはあまり東大に行く気

はなかったのですが、この夜から東大に行きたいという思いが芽生えてきて、志望大学とし

て視野に入れていこうと思いました。 

 

二日目(八月二日) 



午前～午後 東大オープンキャンパス 

感想 

最初に、前述したように僕は将来の進路を迷っています。一つは理系職である医師で、父親

が眼科医であることに影響されて僕も志すようになりました。そうした流れで、現在僕は理

系を選択しています。ですが、自身が純系の中国人であることや、もともと言語系など文系

の教科が得意であることから、大学で文系に進むことも考えています。その時、前日のディ

レクトフォースで横木那美さんに、自分のやりたいことを第一に考えて進路を決めてみて

もいいと聞いたのを思い出しました。そこで、今回の東大オープンキャンパスは、教育学部

や文学部など文系の学部を回ってみようと思いました。 

朝は赤門を見て楽しんだ後、見学する学部の展示などが始まるまでキャンパス内を散策し

ました。先日、僕は東北大のオープンキャンパスにも参加したのですが、東北大のような近

代的な雰囲気とは違って殆どの建物が歴史を感じさせるレンガ造りで、並木や芝生など緑

も多く、整頓された綺麗なキャンパスでした。厳かな雰囲気がありながらとてもリラックス

できる場所でした。 

午前中の散策で医学部図書館を見学するなどした後、昼頃から文学部の模擬講義を受けま

した。その講義では文学部の教授が、ある米映画で主人公がとっているポーズに着目して、

様々な分野の資料を提示して映画の原作者(もしくは監督)が表現したかった真意について

話していました。その時、僕はこの講義のように、小説の見落としてしまいそうな一場面か

ら表現者の意を汲み取るという作業に、途轍もないかっこよさを感じました。  それから、

僕は瞬く間にこの東大文学部にはまってしまい、将来目指す進路に東大文学部を加えまし

た。ですが、この決断は現時点で不安なところが多すぎるので、これから冬までの間にどの

ような進路をとるか、熟考したいと思います。 

 

この二日間の東京研修の中で、多くの人生の先輩とのお話や、日本最高峰の大学である東大

を見学して得た経験は今後僕が道に迷わぬ様に支えてくれる指標となるでしょう。そのよ

うな経験ができたこの機会に感謝したいと思います。 
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＜ディレクトフォース＞ 

まずはじめに、瀬尾拡史さんのお話を伺った。瀬尾さんは小学生の頃から私には真似できな

いような考え方をしているのだなと、一番最初に思った。高校内容の数学を『覚えるだけ』

だからと小学生のうちに解いたり、映像を学ぼうと考えるなど私は決してしないだろう。の

ちの平和財団の方や、ディレクトフォースの方のお話に共通していたのは、自分から行動を

起こし、努力を重ねて何かに成功したということだった。中学や高校の勉強は、確かに量は

多いし内容も様々で『何かをやった』ような気にはなれるが、その教育は周りの人たちほぼ

全てが受けたものであり『自分だけ』と言えるものではない。社会人になった時にそのうち

のどれぐらいが自分の稼ぎだとか、生活につながるかと考えると首をひねらざるをえない。

お話してくださった講師の方々のように自分の好きなことをやって生きて、あれぐらいの

お歳になった時に、自分の生き方について『大変だったけど楽しかった』って若い人たちに

言えるような歳の重ね方をしたいと思った。 

自分は何事にもあまり興味が持てず、はじめに楽しいから続けようと思っても壁に当たる

とすぐに飽きて、放り出してしまう。講師の方々は皆壁があっても諦めず、自分なりの工夫

をして成功を掴んだ人々だから私には眩しくて、あのお話の後、どうやったらあんな風にな

れるのだろうと何度も考えた。本当に面白いと思えるものにきっと出会える、と信じること

はどうしてもできなかったので、今もどうすればいいかわからないでいる。今は部活動があ

り、半ば強制的に一つのことに取り組めているが、社会に出た時、自分から積極的に動き、

何にでも興味を持てるようになるためにはどうすれば良いのか、これから考えていきたい

と思った。 

＜企業大学訪問＞ 

私たちの班は順天堂大学病院へ伺い、心臓血管外科医であり順天堂医院院長でもある天野

篤先生に質問をさせていただいた。先生は天皇陛下の執刀をなさるなど日本を代表する外

科医であり少し怖いイメージを持っていたのだが、先生は私たちが理解しやすいよう例え

を使ったり、何度も言い換えるなど親身になって私たちの質問に答えてくださった。その内

容で一番印象に残ったのは、すべての質問の答えに共通した、「当たり前のことを当たり前

のようにやること」だった。医者になるために高校生の今何をすべきかと聞かれたら、一般

的に浮かぶのは勉強をたくさんする、ゲームをしない、など勉学に関することだと思う。し

かし先生はまず、『社会常識』という言葉をあげた。医者は人と関わり、自分の失敗が患者

さんや他の人に迷惑をかける仕事であるから、まず常識を持たなければいけない。また、医

師になるためにはお金を出してくれる親、勉強させてくれる学校、医者になるためのお金を

補助金として出してくれる国、そして何より技術の向上のために治療を受け入れてくれる

患者さんなど、たくさんの人にお世話になる。お金や名誉などの『欲』よりも先に、社会に

対してやるべき義務を果たす、恩を返すことだ、などと先生はとても納得出来るお話をして

くださった。本当に出来た人間だなぁと心から思った。 



質問のひとつとして、医者になるために私たちに今できることは何か、というものがあった。

先生の答えは、「今できることを今やる。後回ししない」「他人が羨ましいなら、他人よりも

自分を見て努力しろ」「やってから考える。どんなことであっても、そこから役立つヒント

を得る」というもので、人として当たり前のことを着実にやって、前向きに生きることがす

べての成功の元なのかなぁと自分なりに考えた。 

勉強だけでなく、部活動など暮らしのすべての場面で先生がくださったアドバイスは役立

つと思うので、自分なりに暮らしに明確な目標を持ち、やれること・やるべきことをきちん

とこなしていきたい。 

＜座談会＞ 

座談会では、たくさんの OB の先輩方とお話することができた。私たちが質問をして、それ

に答えて頂くという形で座談会は進んだのだが、共通して感じたことは、当たり前かもしれ

ないが、『東大に入る人たちは勉強が好きなのだな』ということだ。東大というのは、地頭

のいい人たちが死ぬ気で勉強してやっと合格するところ、血と汗と涙、というようなイメー

ジを抱いていたのだが、座談会でお話してくださって先輩方はみんな『途中から勉強が楽し

くなった』『面白かったから続けられた』ということをおっしゃっていて、もちろん苦労は

されたのだろうが、『苦しかった』『辛かった』という感想を一番初めに仰っている方は一人

もいなかったことに私は驚いた。 

私は現在勉強が本当に嫌いで、課題などが苦痛にしか感じられないことも多くあるので、こ

れから勉強を続けて受験に向かう自信があまりないのだが、これからはそんなことを言っ

てはいられないので、どうにか変わろうと思った。 

まず勉強を『やらされている』意識をなくして、そこから一周回ってやりすぎるくらいやっ

てみようかと思った。実際にできるかは別として、やろうという意識を持てたということは

とても大きな収穫だったなと思った。 

話を聞いていて面白いなと思ったのは、東大と他の大学の間にはかなりの差がある、東大は

恵まれているとほとんどの東大生が言っていたことだ（まず日本一というネームバリュー、

それから資金力や設備の充実など）。恵まれた環境にいる人は、自分が恵まれていることに

気づきにくいものなのだと思っていたが、東大生の皆さんはそれを自分から仰っていて、そ

れに感謝しているようなことをおっしゃっていた。また、「東大へ行きたい」と言い続けて

いれば周りが応援してくれる、とおっしゃっている人もいて、なるほどと感心した。 

二高から東大へ行った人というのがどんな人たちなのか最初は怖くて、よっぽどの変人か

とてつもない信念を持った尊大な人が来るのかと思っていたが全然そんなことはなくて、

言い方は悪いが見た目や話し方などは案外普通の人で、（もちろん天才も東大にはたくさん

いるのだろうが）きちんとやるべきことをやって、サボらずに努力を続けた人が東大に入学

し、人生にも成功するのだろうなと思った。 

また、話は変わるが、東大生の皆さんが目標はしっかり公言したほうがいいとおっしゃって

いたので、ここに自分の目標を書いておきたいと思う。私は部活動でインターハイに出場す



ることを目標として頑張りたい。この目標に負けないよう、日々の練習時間を有意義に使い

たいと思う。 

＜東大オープンキャンパス＞ 

東大のオープンキャンパスでは、まず大学の広さに驚いた。またコンビニや食堂などの設備

がとても綺麗で、煉瓦造りの建物が他の大学とは一味違う雰囲気を醸し出していて、ここが

日本で一番の大学なのだと納得がいった。また、事前登録が開始してから約 1 時間ほどで

登録が必要な企画はほぼ全て締め切られていて、東大のオープンキャンパスを見に行く人

たちの意識の高さを感じることもできた。 

見学は理学部での学生発表などへ行った。それぞれ中身は難しかったが話している人は生

き生きしていて、見学に見に来ている人の質疑応答などもとてもレベルが高いものだった。

おそらく私が 3 年後、あの中で勉強していることはないだろうが、大学へ進学し、勉強する

ときには発表をしていた学生さんたちのように自分の勉強を心から楽しめるようになりた

いと思った。 

 

今回の東京研修では、自分の今後に役立つ本当にたくさんのことを学ぶことができた。この

体験を無駄にしないようにこれからの日々を過ごしたいと思う。 

 


